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参加申し込みは https://forms.office.com/r/Wb7CQsfeqB

「参加申し込み」から「当日（第1回）」までの流れ

募集要項

募集対象　福島県内の小学５～６年生・中学１～２年生　40人
（応募が定員以上となった場合は、抽選となります。）
参 加 費 　30,000 円（計 7回分／食事代等）
※通年事業（全7回）のため、各回の応募はできません。なお、学校行事等で参加できない回がある場合は、
　ご相談ください。
　（全日程に参加できる参加者を優先）

参加の可否に関するお知らせ

※入金確認後、正式に
参加決定となります。
　後日プログラムの詳細
について連絡します。

※開塾式につきましては
保護者も参加できます。

※応募が定員以上となった
場合は申込終了後に抽選
を実施し、当選者を決定
します。

※参加の可否について連絡
します。なお、参加が確定
した方にはその後の手続き
の詳細を連絡します。

参加費入金手続き 当日（第１回）お申し込み

QR
コード

または

福島の子供たちが自分に向き合い、地域や人と交流しながら、
様々なプログラムに挑戦をする１年間の通年事業です。

福島のこと、自分のこと、社会のことを知り、改めて福島の未来について考え、
１年間を通して得たもの、考えたものを自分の言葉で発表します。

主催　国立青少年教育振興機構　　　　　　　　
主管　国立磐梯青少年交流の家
協賛　公益財団法人東日本大震災復興支援財団

後援　文部科学省（予定）、復興庁（予定）
　　　福島県教育委員会（予定）
協力　NPO法人じぶん未来クラブ
　　　一般財団法人UNITED SPORTS FOUNDATION

送迎バスを運行します！

〈送迎ルート例〉
① 相馬市内→福島市内→磐梯青少年交流の家
② いわき市内→郡山市内→磐梯青少年交流の家
③ 会津若松市内→磐梯青少年交流の家

郡山駅～猪苗代駅～交流の家まで
送迎バスを運行します。

●参加の可否については応募者全員へ連絡いたします。
●参加費は返金ができません。キャンセルした場合でも返金されませんのでご注意ください。
●各回のプログラムの詳細については、各回実施１週間前までに「詳細資料」を送付いたします。

●参加申込書等に記載された氏名、住所、電話番号などの「個人情報」は「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に
　関する規程」等にづき適切に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません

※送迎ルートはこれまでの実績等をもとにしたものであり、参加者の
居住地の状況によって変更になる場合があります。実際のルート
は、申し込みの状況に合わせて設定する予定です。

会場：国立磐梯青少年交流の家

福島
自分

普段でき
ない体験！

を知る
福島の未来のための通年型体験プログラム

福島こども
未来塾
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～えがお輝く　ふくしまの未来へ～
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チャレンジ

URL

6/11 ㊐ 頃15：00まで
募集ちらし受取

～6/4 ㊐ 6/11 ㊐～19㊊ 7/8 ㊏～9㊐

（１）第１～６回

（ 2）特別回

国立磐梯青少年交流の家
TEL 0242-62-2530 bandai@niye.go.jpe-mail

お問い合わせ



・活動の中で、自分たちで考えて行動することが多く、仲間と協力して活動できるようになり、リーダー力がつきました。
未来塾の経験が、中学での生徒会長としての活動や、現在の学生団体の活動に活かせているのではないかと
思います。

・最初は乗り気ではなかったけれど、面白い同級生や優しい先輩とすぐに仲良くなることができ、早く未来塾の日がき
てくれないかとわくわくしていました。今は、ボランティア活動などをしています。

・福島県のことについて調べ、学習を進めるのを機に、福島県への関心が高まりました。今まで気にしていなかった
テレビやネットニュース、新聞記事などの福島県の話題に目を向けるようになりました。自分自身でも感じる心の
変化でした。

・コロナ禍で学校行事が次々と中止になる中で、たくさんの友達と交流を深めることができて良かったです。

・他の人の意見や考え方を聞いて、自分とは異なっていても、それを理解しようと努力する言動がみられました。

・初めての場所や友だちとの関わりを通して、物怖じすること無く進んで取り組んでみよう、関わってみようという姿が
見られるようになったり、普段の生活でも「やってみよう」と前向きに取り組めるようになったと思います。

・コロナ禍でイベントが色々少ない中、他校の子と交流したり県内各地に出掛けたりいい刺激になったようです。

・専門の先生方から知らなかった事を教えていただけて、その事を自主学習として家に帰ってきてから復習していました。
復興途中の福島県の事を少しでも学ぶいい機会に恵まれて良かったです。

・ 今後はこれからの後輩のためにOGとしてボランティアしたいという言葉が娘の口から出てきたのは親として嬉しかった
です。

年間の活動プログラム
福島こども未来塾のプログラムは、ここでしか経験できない貴重な体験ばかりです。「知る」「考える」「表現する」活動を、地域、社会そして人々との関わりの中で体験します。
そして、様々な活動を通して、福島のこと、自分のこと、そして未来のことを考えます。挑戦に満ち溢れた１年間を、これからの福島を共に生きる仲間と一緒に体験してみませんか？

参加者の声 保護者の声

※写真は、2022年度のものを使用しています。
※プログラムの内容は、諸事情により予告なく変更となる可能性があります。

１年間の活動に共に取り組む仲間との出会いです。
休耕田に焦点を当て、農業体験を通して交流します。
また、１年間の目標を決めます。

2023年 7月8日㊏～9日㊐（1泊2日）第
１
回

浜通り地区で東日本大震災による被害や復興状況について
学びます。実際に現地に行き、見たり、聞いたりして、
福島の未来について考えます。

2023年 10月7日㊏～9日㊊（2泊3日）第
3
回

特
別
回

2023年 9月30日㊏（日帰り）
第１回からつながる農業体験の締めくくりです。
作物の収穫を通して農業のすばらしさを学びます。

災害時に活用できる心肺蘇生法・応急手当を学びます。
また、福島県の伝統工芸を体験し、福島の良さを再発見
します。

2023年 11月3日㊎～5日㊐（2泊3日）第
4
回

HEART Global によるダンスワークショップを体験し
ます。グループ活動を通して、自分や仲間のことを
より深く知り、自己を表現する力を高めます。

2023年 12月9日㊏～10日㊐（1泊2日）第
5
回

福島の季節を感じる活動を行います。また、１年間の
活動を振り返り、「福島の魅力や課題にどう向き合い、
どう行動するか」を、保護者やお世話になった方々へ
発表する活動報告会を行います。

2024年 2月3日㊏～4日㊐（1泊2日）
第
6
回

第
2
回

2023年 9月9日㊏～10日㊐（1泊2日）
UNITED SPORTS FOUNDATIONによるスポーツ
ワークショップを体験します。新しいことへのチャレンジ
精神を養うとともに、仲間と協力する意義を学びます。


